
東京都立
竹台高等学校



校長挨拶



皆様こんにちは。東京都立竹台高等学校、
校長の福島泰直です。

本日は、本校学校説明会においでいただき、
誠にありがとうございます。

1１月となり、中学生の皆さんにとってこ
れからの時期は、自分の夢を実現していく
ための進路を選ぶ、大切な時期となります。



現在、都立高校も、私立高校も、

全ての高校は、その学校の特色は何か、

目標とする教育は何かを、中学生と保護者

の皆さんに強くアピールして、是非入学し

ていただき、

共に夢の実現を目指していきたいと強く

願っています。



さらに都立高校では、６月に 「次世代の

学びの基盤プロジェクト」を開始し、デジ

タル技術を最大限に活用しながら、人と人

が関わり合い、自分にあった学びを深める

ことができる都立高校改革に取り組んでい

ます。



中学生の皆さんは、こうした多くの高校の

中から、自分が進学したい学校を、これか

ら選ぶことになりますが、

是非、学校選択にあたっては、

その学校の特色や、目指す教育を

比べてみてください。



そして、

入れる学校だからではなく、

入りたい学校、そして

入って自分を伸ばせる学校、さらに、

入って自分の将来の夢を実現できる学校を

自分の目で見て、

感じて、選んでください。



高校は、入学して終わりではありません。

その学校で、自分を成長させ、

卒業とともに、将来の夢に向かって、

飛び立つ場所なのです。



本校は、昭和１５年に第四東京市立高等女

学校として設立され、今年度、

創立８５年を迎えた伝統ある学校です。

「共に学び 共に進む」を校訓として、

生徒一人ひとりが自分の将来の夢をかなえ

るための教育活動を行っています。



この後、本校の特色、目指す教育について、

御説明いたします。

説明を聞いていただき、竹台高校について

の理解を深めていただき、

この竹台高校を志望校として選んでいただ

けると信じておりますが、



何より、今日対応させていただく、私たち

竹台高校の教員、生徒の願いは、

皆さんに、入りたい学校を見つけ、入学し、

将来の夢を実現してもらうことです。

皆さんに、すてきな高校がみつかりますよ

う願っています。



これで私の話を終わります。

ありがとうございました。

都立竹台高等学校校長
福島泰直



学校紹介



竹台高等学校とは

校訓 「共に学び 共に進む」
そして、共に夢を実現する

そして、生徒の夢を学校全体
で応援し、安全な社会をつくる
人材を育成します！

自分を大切に

する

相手を大切に

する



駅から近い
都立高校

東京都荒川区
東日暮里5-14-1

鶯谷駅から ６分

日暮里駅から ８分

入谷駅から 13分

三河島駅から 13分



生徒の居住地別割合

34%
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江戸川区

墨田区

江東区

板橋区

豊島区

文京区

その他

交通の便が良く、
23区、多摩地域等、
東京都全体から入学し
ます



最新の竹台高の設備

令和3年8月に新校舎
令和5年4月にグラウンド完成！

・全教室、体育館⇒冷暖房完備
・全教室、体育館⇒空調管理システム搭載
・近代的できれいな弓道場
・離れて設置された専用テニスコート
・大学のような視聴覚室、図書室、トレーニング室
・独立した部室棟、駐輪場設置
・気温を下げる効果あり、ミストシャワーが設置



最新の竹台高の設備

・天井が高く、大きな窓で明るい教室

・天井が高く、自動空調システム搭載の
体育館

トレーニング室

HR教室

美術室

体育館
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最新の竹台高の設備

ミストシャワー グラウンド
部室棟 駐輪場

弓道場

視聴覚室

テニスコート

図書室



教務部



竹台高校のカリキュラム・ポリシー

⑤良識ある行動と社会的責任の自覚

①知・徳・体のバランスの取れた教育
②全教科による学習意欲の喚起、学習習慣の確立、
読書活動の推進、言語活動の充実

③特別活動を通じ自主的創造性を育成

④系統的なキャリア教育による自己実現の支援

◇一人一人の生徒に応じた指導

◇夢を実現するための力の育成



竹台高校のカリキュラム（予定）



豊富な自由選択科目

生徒の学ぶ意欲を引き出
し、主体的に取り組むこ
とができます！

例：「朝鮮語」
韓国ドラマの名場面を活用



豊富な自由選択科目

大学受験を意識した科目を設定！



令和8年度 入学者選抜

アドミッションポリシー（こんな生徒に入学してほしい）

①本校の特色や目標の理解し、入学を強く希望している。
②努力を惜しまず、勉学に励むことができる。
③特別活動（部活動や地域貢献等）に積極的に取り組むこ
とができる。

④規則を守り、目標に向かい、一生懸命努力できる。
⑤他人を思いやる心がある。

３つの入試があります



本校における入学者選抜

募集人数について

本校は、
・推薦に基づく入試
・学力検査に基づく入試
・在京外国人生徒等の入試

3つの入試があります

※分割後期募集はなくなりました。



本校の募集人数

推薦について

・推薦に基づく入試 ４３名

・学力検査に基づく入試 １７１名

・在京外国人生徒等の入試 ２０名



推薦に基づく入試

≪選考方法≫ 調査書、面接、作文

面接
①コミュニケーション能力 ②思考力、判断力、表現力
③協調性、将来性、リーダーシップ ④出願動機、進路実現への意欲
⑤規範意識、生活態度

≪評価の観点≫

①理解力 テーマ及び指定された条件を的確に理解する力
②論理的な思考力 テーマに基づき、筋道を立てて考える力
③表現力（語彙力含む） 適切な表現で、自分の考えを相手に伝える力

作文 ≪評価の観点≫

日程について



令和８年度推薦に基づく入試

≪ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ入力期間≫ 12月19日（金）～1月16日（金）
午後5時まで

≪書類提出期間≫ 1月 9日（金）～1月16日（金）

学力検査に基づく入試について

≪検査日≫1月26日（月）・ 27日（火）

≪発 表≫2月 2日（月）

インターネット上の出願サイトに、志願者情報を入力する期間

出願に必要な書類を、高校に提出する期間

作文・面接



学力検査に基づく入試（第一次募集）

※学力試験：５教科（国語、数学、英語、社会、理科）

日程について

原則として都立高校の全校で実施

≪選考方法≫ 調査書、学力試験、
スピーキングテスト（ESAT-J  YEAR3）

◎本校は、多くの都立学校と同じ
マークシート方式の共通問題を使用



令和８年度学力検査に基づく入試（第一次募集）

≪ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ入力期間≫ 12月19日（金）～1月16日（金）
午後5時まで

≪出願受付期間 1月 30日（金）～2月 5日（木）

在京外国人生徒等対象の入試について

≪検査日≫ 2月21日（土） 国・数・英・社・理

≪発 表≫ 3月 2日（月）

インターネット上の出願サイトに、志願者情報を入力する期間

出願に必要な書類を、高校に提出する期間



在京外国人生徒等対象の入試

日本語の指導が必要な方で、国籍を問わず、日本に入国後
3年以内などの応募資格を満たすことで受検可能

≪選考方法≫ 調査書、作文、面接

※応募資格については、東京都教育委員会が事前確認の機会を
11月から12月にかけて設けていますので、利用してください

※検査においては、日本語か、英語を選択できます

日程について



在京外国人生徒等対象の入試

≪出願受付≫1月 20日（火）・ 21日（水）
インターネット出願ではなく、直接高校に書類を提出

≪検査日≫ 1月26日（月） 作文・面接

≪発 表≫ 2月 2日（月）

過去の受検倍率



過去の倍率

推薦 前期
後期 在京

男 女 男 女

令和７年 3.56 1.43 1.10 2.40

令和６年 3.65 1.51 1.00 1.90

令和５年 2.35 4.88 1.23 1.24 1.68 1.65

令和４年 2.50 4.40 1.44 1.41 1.00 1.5

令和３年 1.06 3.88 1.10 1.33 1.10 1.0

なくなりました



入学者選抜に関して

詳細については…

東京都教育委員会ホームページ

竹台高等学校ホームページ に掲載されています

最新情報の確認をお忘れなく！



進路指導部



グラデュエーション・ポリシー
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①課題解決 ～学びから身に付けた知識・技術の活用～

②表現 ～自らの考えを、適切な方法で伝え合う～

③社会貢献 ～人権意識を育み、自他の違いを尊重して
協働できる～

④行動 ～「自助」「共助」の精神、社会的諸課題
への関心～

⑤心身の健康～生涯にわたり体力向上のための運動～

卒業するまでに身に付けてほしい資質、能力



進路ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ
職業理解のためのｷｬﾘｱ講演会
進路づくり説明会
（学問・職業分野別ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ）
卒業生講話、公務員講習

（希望者通年）など
38

3年間を通じたキャリア教育

１学年：職業理解



SDGs探究活動
キャリア講演会

（ﾊﾟﾈﾙﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ）
進路づくり説明会
（大学・専門学校別ガイダンス）

卒業生講話
公務員講習（希望者通年） など

3年間を通じたキャリア教育

２学年：分野理解



３学年：進路別活動
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三者面談（１学期）
面接講座
模擬面接（進学・就職）
自己PR・志望理由書講座
推薦入試説明会、総合型選抜説明会
大学共通テスト説明会

就職講習、公務員講習 など

3年間を通じたキャリア教育



将来の夢を実現するため
竹台高校の生徒たちは努力を続けています

令和２年度卒業生の大学進学率 ３０％

令和６年度卒業生の大学進学率 ５０％

令和７年度入学生の大学進学希望者 ６０％以上

今では…

令和6年度卒業生進路決定率

第一志望進路決定率

９６％

８１％
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令和6年度卒業生進路状況

専修・各種学校

33％

就職（民間・公

務員）6%
その他(進学準備等) 11%

大学･短大50％



指定校推薦

大学 およそ１４０校

専門学校 およそ１５０校

進路実績（令和6年度）

合格実績（過去3年）

千葉大学、慶應義塾大学、日本大学、東京電機大学、
二松学舎大学、獨協大学、大東文化大学 、国士館大学

大正大学、東海大学 など



竹台高校では将来の夢の実現のため
生徒の学力向上に全力で取り組んでいます

（１）竹台塾
（２）まな部
（３）朝の自学自習、放課後の自学自習

その取り組みとして

1つずつ説明いたします。



（１）竹台塾

・令和６年度より

学力向上研究校（校内寺子屋）に指定

・外部から指導者を集め、基礎学力の定着、

学力向上に取り組む

・放課後や週休日等に実施

これが 「竹台塾」



・昨年度は 放課後を中心に、

国語、数学、英語で実施

・特に英語技能検定（英検）

取得に成果あり

英検準2級以上合格者６名 → ３６名



・今年度は、大学受験にも有利な
英検取得を目標にして実施

（放課後、週休日、長期休業中に活動）

・今年度は全員欠席なし
＝ 全員が意欲的に取り組む



（２）まな部

・部活動として位置づけ（＝部員は全生徒）
週休日に教員が行う学習会が「まな部」

・補習、大学受験指導、検定取得等、
＝ 生徒の希望に教員が応えて実施！



（３）朝の自学自習、放課後の自学自習

朝は6:45～、放課後は授業終了後～18:00まで

※特に会議室は職員室が近く、すぐに質問可能！

場所：会議室や自習室を自由に使用



生活指導部



竹台高校の生活指導

社会のルールを守り、主体的に責任ある
行動を取ることができる力を育成する！

本校アドミッションポリシーより
「基本的生活習慣を身に付け、ルールを守り、

目標に向かって一生懸命に努力する生徒」

高校はルールを守る大切さを学ぶ最後の場！！
だからこそ → 自らルールを守る強い心を育成します！

→ 化粧、ピアス、頭髪への加工を禁止
竹台高校の生徒である誇りと自覚を持った行動を促します



制服紹介



学校行事
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生徒が主体的に企画・
運営できる力を育成しています！

体育祭・文化祭（若竹祭）など



体育祭

令和7年度は、6月に
東京武道館（全館冷房完備）

にて実施
観客席もあり、保護者の方も多数参観



文化祭（若竹祭）

令和7年度は、9月に実施
およそ1500人の来場者

がありました。



部活動
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運動部 弓道、剣道、硬式野球、サッカー、水泳、ダンス、
硬式テニス、バドミントン、バスケットボール（男女）、
バレーボール（男女）、トレーニング
文化部 アニメ研究部、演劇、外国語文化研究、華道、茶道、
クッキング、軽音楽、写真、吹奏楽、天文、美術、情報技術、
文芸、放送
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部活動

硬式野球部
目標：甲子園出場
今年度の夏の東京都大会
４回戦進出・都ベスト32

弓道部
目標：「真善美」
校舎５階に専用の弓道場
多くが未経験者だが、
毎年確実に段位を取得
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食事

・昼食は、お弁当の持参や登校途中で
コンビニ購入し、各HR教室で食べています。

・1階に飲み物の自動販売機設置
価格はどれも通常より安価！

・1階でパン、おにぎり、からあげ等を販売！



大 切 な お 知 ら せ

都立高校の生徒は、生徒一人１台端末（スマート・スクール端末）を
毎日の学習や学校との連絡など、高校生活に不可欠なツールとして使います。

＜ 端末を活用した学習等の様子 ＞

生 徒 一 人 １ 台 端 末

学校生活のあらゆる場面で、生徒一人１台端末を活用する
ことで、一人ひとりの力を最大限に伸ばしていきます。

POINT!

一人一台端末を使用した授業の様子
デジタルサポー
ター（左）の支援



ご自宅のWi‐Fi等の

安定した通信環境の

確保をお願いします。

POI
NT!

個人にあわせて

自在に活用

自宅でも

卒業後も活用

学校ごとに

使用機種を選定

これからの高校生活にふさわしい端末を



【参考】令和６年度の端末の購入方法

‐保護者負担定額補助‐
負担額が定額（３万円）となるように支援

※全世帯対象

さらに

令和７年度の端末購入補助情報

高等学校・中等教育学校
（保護者等が専用サイトで購入）

‐給付型奨学金（端末購入補助）‐
    保護者負担が生じないように支援

※給付型奨学金対象世帯対象

‐多子世帯補助‐
保護者の負担額（３万円）の2分の1を支援

※扶養する23歳未満の子等が3人以上いる世帯対象

※専用サイト以外での購入は別途規定あり

東京都支援額

＜補助イメージ＞

端末価格

保護者負担額
（３万円）

特別支援学校
（学校でとりまとめて購入）

‐就学奨励事業‐
保護者負担が生じないように支援



令和８年度入学生の皆様に向けた端末購入の方法や購入費用の保護者支援策については、

東京都教育委員会ホームページでお知らせしていきます。

今後の予定

東京都教育委員会ホームページ

端末購入支援金について

端末の詳細については
入学説明会等でご案内予定です。



東京都立竹台高等学校
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ご清聴ありがとうございました。
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